
伝統的な行事の歴史
すずらん活動

昭和２９年～
船岡支援との交流会

昭和５４年～
支倉豊年踊りの伝承

昭和５５年～

・日本国憲法の精神
・教育関係法規
・宮城県,大河原教育
事務所の方針

・川崎町教育基本方針

・地域,生徒の実態

・保護者の期待や願い
・地域社会の要請

ふるさとに根ざし，未来を拓く，知徳体の調和のと
れた たくましい人間を育成する

校訓 自主 ・ 敬愛 ・ 活力

未来を拓くために,自主的に学び,考える
生徒(自主)

「『すずらんの心』～思いやり・助け合い・
奉仕・自然愛・感謝～」を体得し,敬愛の心を
持つ生徒(敬愛)

自分の良さや可能性を信じ,活力に満ちた
健やかな心身を鍛える生徒(活力)

徳
目指す生徒像

○一人一人の生徒の学びを支え,「確かな学力」を育成する学校

○「すずらんの心」を育み,挨拶と笑顔にあふれる温かな学校

○安全できれいな学校

○社会に開かれ,特色ある教育活動を推進する学校

目指す教師像目指す学校像
○授業力と生徒指導力の向上に努め,日々学び続ける教師

○教師としての使命感を持ち,人間性豊かで,教育愛に富む教師

○教育公務員としての自覚を持ち,生徒・保護者・地域に信頼

される教師

学校教育目標を達成するための重点施策

①単元ごとの形成的評価を生かし
た学習と授業の充実に努める。
②「学習の道筋とゴール」が見え
るよう明確なねらいと確実な振り
返りにより,生徒に学びの実感と
次の学習への意欲を持たせるよ
うにする。
③「主体的・対話的で深い学び」
の授業改善の取組の蓄積,結果
の共有を行い,協働体制での校内
研究を進める。
④ＩＣＴ機器を活用した指導の工
夫と実践を行い,効果的な学び合
いができる授業づくりに努める。
⑤家庭学習の充実に努める。

○学力の向上・指導力の向上

知：未来を拓くために,自主的に学
び,考える生徒を育成するために

徳：「『すずらんの心』～思いやり・助け
合い・奉仕・自然愛・感謝～」を体得し,
敬愛の心を持つ生徒を育成するために

○知徳体の調和のとれた生徒の
育成を促す教育活動の推進

①教育活動全体を通して,「『すずら
んの心』～思いやり・助け合い・
奉 仕・自然愛・感謝～」の育成を図
る。
②道徳科の授業の工夫と充実を通
して,道徳的実践力を高める。
③他者との意見の違いを建設的に
調整できるコミュニケーション能力
を育てる。
④総合的な学習の時間における教
育活動(社会体験や自然体験,地
域に根ざした活動等)を充実さる
ことにより,ふるさとの良さを知り,
ふるさとを愛し,誇りを持たせる。

社会に開かれ,特色ある教育活動を推
進する学校であるために

○社会に開かれた教育課程

①学校に関する情報の発信に努め
る。
②家庭や地域,他校,関係諸機関との
交流・連携事業の推進を図る。
③地域連携の充実を通し,教育の質
的向上や教育活動の発展を図る。
④学校評議員会や学校評価を活用
し,学校改善に努める。

①進んで行う元気でさわやかな挨拶
②道徳科の授業の充実
③縦割り活動をはじめとした,他者の個性
や立場を尊重し,良さを認め合える教育
活動の展開
④特色ある教育活動の展開を通した地域を
知り,地域を 愛する心情の育成
⑤富岡STANDARDの継続的指導
⑥月例マラソンによる体力の向上と粘り
強く努力する姿勢の育成

知徳体の調和のとれた教育の充実

①「語り掛け,励まし,認めて,育
てる」指導の実践
②いじめ・不登校の未然防止
のための支援体制,
教育相談の充実

③個に応じた不登校生徒への
丁寧な支援

④いじめ問題に対する組織的
対応の強化

生徒指導の充実

①危機管理の能力(知識及
び判断力,行動力)の育成
のための防災訓練の工夫
と充実

②「自分ごと」としての防災
意識を高めるための体験
的な学習の充実

③地域の安全に貢献する心
の育成

安全教育の充実 社会に開かれた教育活動

①単元ごとの形成的評価を生かした
学習と授業づくり
②ねらいを明確にし,効果的な振り返りの
できる授業づくり
①校内研究の推進 (協働での授業づくり)
③効果的なＩＣＴ活用の共有と充実,
個々の学びの充実
③効果的なICT活用の充実と個々の
学びの充実
④家庭学習の充実

学力の向上・指導力の向上

令和６年度の重点努力事項

体：自分の良さや可能性を信じ,

活力に満ちた健やかな心身を
鍛える生徒を育成するために

○積極的な生徒指導
○安全教育の充実

①生徒指導の充実に努める。
・積極的生徒指導の充実
・「語り掛け,励まし,認めて,育てる」
指導の実践
・個に応じた不登校生徒への丁寧
な支援

②総合的な学習の時間(社会体験
や自然体験,地域に根ざした活動等)
をはじめとした教育活動において,生
徒一人一人の良さを認める場を設定
し,生徒の達成感や自己肯定感を高
める。
③安全教育の充実を図り,自分の命
は自分で守る意識を育てるとともに,
地域の安全に貢献する心を育てる。

知 体

①学校だよりの学区全戸配布
②学校ホームページの定期
的更新
③地域,関係諸機関との連携
の充実
④地域の教育力,人材,外部講
師を活用した教育実践
⑤学校評議員会での協議結
果や学校評価を活用した学
校の教育力向上
⑥地域貢献活動の充実と適
正化(スマイルロード
プロブラム活動)


